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政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

一
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の
再
編
や
支
援
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治

体
に
お
け
る
負
担
増
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
が
停
滞
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
必
要
な
人
材
確
保
の
た
め
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
円
滑
な
施
行
に
向
け
、
地
方
自
治
体
と
適
切
に
連
携
す
る
こ
と
。 

二
、
保
育
士
の
人
材
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
中
、
新
た
に
身
近
な
子
育
て
支
援
の
場
と
し
て
保
育
所
等
を
活
用
し
、
地
域

子
育
て
相
談
機
関
と
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
保
育
士
等
の
一
層
の
処
遇
改
善
と
職
員
配
置
基
準
の
改
善
を
併
せ
て
検
討
す
る

こ
と
。 

三
、
子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
、
児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業
及
び
親
子
関
係
形
成
支
援
事
業
の
各
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
各
市
町
村
に
よ
る
担
い
手
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
人
材
確
保
の
た
め
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

業
務
に
見
合
っ
た
処
遇
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 



四
、
一
時
保
護
所
の
設
備
・
運
営
基
準
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
て
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
考
慮
す

る
た
め
、
子
ど
も
か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
可
能
な
限
り
そ
の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
。
ま
た
、
一
時
保
護
さ
れ
る
子
ど
も
の

個
別
事
情
に
十
分
対
応
で
き
る
も
の
と
す
る
よ
う
、
十
分
検
討
を
深
め
る
こ
と
。 

五
、
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
備
・
運
営
基
準
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
里
親
等
の
当
事
者
か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
可
能
な
限

り
そ
の
意
見
を
反
映
し
て
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

六
、
自
ら
公
的
な
支
援
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
妊
婦
と
の
接
点
を
持
つ
た
め
の
具
体
的
方
策
を
検
討
す
る
ほ
か
、
妊
産
婦
等
生

活
援
助
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
支
援
が
必
要
な
妊
産
婦
に
対
し
適
切
な
支
援
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
人
材
を

確
保
す
る
た
め
職
員
の
処
遇
改
善
を
含
む
方
策
を
検
討
し
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
充
実
し
た
研
修
を
実
施
し
、

資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
人
材
不
足
を
理
由
と
し
た
人
員
配
置
の
弾
力
運
用
を
安
易
に
行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。 

七
、
児
童
養
護
施
設
等
に
お
い
て
年
齢
を
理
由
と
し
て
一
律
に
措
置
を
解
除
す
る
運
用
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
、
措
置
延
長
や
児

童
自
立
生
活
援
助
の
積
極
的
活
用
に
向
け
た
取
組
を
行
う
こ
と
。 

八
、
社
会
的
養
護
自
立
支
援
拠
点
事
業
に
お
い
て
は
、
措
置
解
除
後
の
み
な
ら
ず
、
十
八
歳
ま
で
に
社
会
的
養
護
に
つ
な
が
れ



な
か
っ
た
子
ど
も
等
も
幅
広
く
支
援
す
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
相
談
で
き
る
場
と
な
る
よ
う
、
一
定
期
間
住
ま
い
を
提
供

す
る
支
援
や
社
会
的
養
護
経
験
者
に
よ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
。
ま
た
、
通
え
な
い
子
ど
も
た
ち
も

想
定
し
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る
支
援
も
実
施
す
る
こ
と
。 

九
、
意
見
表
明
等
支
援
事
業
に
関
し
、
子
ど
も
の
意
見
・
意
向
表
明
や
権
利
擁
護
に
向
け
た
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
都
道
府
県

に
よ
っ
て
差
が
生
じ
る
こ
と
で
子
ど
も
に
不
利
益
と
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
一
定
の
要
件
を
提
示
す
る
こ
と
。
ま
た
、
子

ど
も
へ
の
意
見
聴
取
等
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
評
価
及
び
検
証
を
行
う
こ
と
。 

十
、
意
見
表
明
等
支
援
事
業
は
、
意
見
聴
取
と
と
も
に
関
係
機
関
と
の
調
整
を
行
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
子
ど
も
か
ら
聴
取
し

た
意
見
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
代
弁
し
、
意
見
の
実
現
に
向
け
て
関
係
機
関
と
の
調
整
及
び
交
渉
を
行
う
た
め
の
運
用
方
策
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。 

十
一
、
意
見
表
明
等
支
援
事
業
の
成
果
と
問
題
点
の
双
方
に
つ
い
て
実
施
状
況
を
調
査
し
、
次
期
児
童
福
祉
法
改
正
時
に
、
同

事
業
を
全
て
の
都
道
府
県
の
義
務
と
す
る
こ
と
を
含
め
必
要
な
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
。 

十
二
、
意
見
表
明
等
支
援
員
が
児
童
相
談
所
、
都
道
府
県
そ
の
他
の
関
係
機
関
か
ら
独
立
し
た
立
場
で
子
ど
も
の
自
由
な
意

見
・
意
向
の
表
明
を
支
援
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
独
立
性
及
び
守
秘
義
務
等
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 



十
三
、
意
見
表
明
等
支
援
員
に
は
高
度
の
専
門
性
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
弁
護
士
や
社
会
福
祉
士
等
、
そ
の
担
い
手
を
確

保
し
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
必
要
に
し
て
十
分
な
研
修
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
都
道
府
県
に
対
し
て
周
知
す
る
こ
と
。 

十
四
、
一
時
保
護
さ
れ
た
子
ど
も
が
自
由
に
意
見
を
表
明
す
る
権
利
を
確
保
す
る
た
め
に
、
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
第
十

二
条
第
二
項
に
照
ら
し
、
代
理
人
と
の
相
談
・
面
会
を
希
望
す
る
子
ど
も
に
対
し
弁
護
士
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
例

を
都
道
府
県
に
対
し
て
周
知
す
る
こ
と
。 

十
五
、
一
時
保
護
さ
れ
た
子
ど
も
に
つ
い
て
、
意
見
表
明
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
意
見
の
実
現
に
向
け
て
交
渉
し
法
的
手
続

を
と
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
弁
護
士
の
活
動
に
つ
い
て
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
と
伴
走
す
る
弁
護

士
と
児
童
相
談
所
の
連
携
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
。 

十
六
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
た
め
、
一
時
保
護
時
の
子
ど
も
へ
の
意
見
聴
取
等
を
適
切
に
行
い
、
子
ど
も
の
意
見
・
意
向

を
考
慮
し
た
対
応
の
徹
底
を
図
る
こ
と
。 

十
七
、
一
時
保
護
時
の
司
法
審
査
の
運
用
や
実
務
の
詳
細
を
施
行
ま
で
に
定
め
る
作
業
チ
ー
ム
に
は
、
一
時
保
護
が
子
ど
も
の

権
利
や
親
権
の
行
使
等
に
対
す
る
制
限
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
現
に
一
時
保
護
を
経
験
し
た
子
ど
も
又
は
親
権
者
等
及



び
そ
の
意
見
を
正
確
に
反
映
で
き
る
実
務
者
も
構
成
員
に
加
え
る
こ
と
。 

十
八
、
一
時
保
護
時
の
司
法
審
査
に
対
応
す
る
た
め
の
児
童
相
談
所
の
人
材
確
保
と
処
遇
改
善
を
検
討
す
る
こ
と
。 

十
九
、
児
童
相
談
所
が
裁
判
官
に
一
時
保
護
状
の
請
求
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
子
ど
も
及
び
親
権
者
等
の
意
見
が
裁
判
官
に

正
確
に
伝
わ
る
よ
う
適
切
な
方
策
を
講
ず
る
こ
と
。 

二
十
、
裁
判
所
が
一
時
保
護
状
を
発
し
た
場
合
、
行
政
不
服
審
査
や
行
政
訴
訟
の
提
起
が
可
能
で
あ
る
こ
と
等
を
理
由
に
子
ど

も
又
は
親
権
者
等
の
不
服
申
立
て
手
続
を
設
け
な
か
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
第
九
条
第
二
項
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
行
政
不
服
審
査
や
行
政
訴
訟
の
活
用
実
態
を
把
握
し
、
次
期
児
童
福
祉
法
改
正
時
に
必
要
な
見
直
し
を
検
討

す
る
こ
と
。 

二
十
一
、
新
た
な
子
ど
も
家
庭
福
祉
分
野
の
資
格
取
得
者
の
質
の
担
保
を
図
る
ほ
か
、
資
格
取
得
者
の
児
童
相
談
所
、
市
町
村
、

児
童
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
配
置
が
進
み
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
実
効
性
が
上
が
る
よ
う
な
方
策
を
財
政
措
置
を
含
め
て

検
討
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

二
十
二
、
子
ど
も
を
わ
い
せ
つ
行
為
か
ら
守
る
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
保
育
所
等
で
は
保
育
士
資
格
を
持
た
な
い
者
が
保
育
補

助
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
育
士
に
限
ら
ず
、
子
ど
も
に
接
す
る
業
務
に
携
わ
る
者
全
体
を
対
象



と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
制
度
」
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
加
速
す
る
こ
と
。
ま
た
、
万
が
一
冤
罪
等
で
あ
っ

た
場
合
に
は
、
身
分
回
復
を
行
う
等
の
必
要
な
対
応
を
講
ず
る
こ
と
。 

二
十
三
、
児
童
に
対
す
る
わ
い
せ
つ
行
為
を
行
う
可
能
性
が
高
い
者
を
保
育
所
等
で
保
育
に
従
事
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
者
が
保
育
所
等
で
保
育
士
と
し
て
採
用
さ
れ
な
い
た
め
の
適
切
か
つ
実
効
性
の
あ
る
採
用
過
程
の

在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。 

二
十
四
、
児
童
が
保
育
士
に
よ
る
児
童
生
徒
性
暴
力
等
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
事
案
が
発
覚
し
た
際
の
地
方
自
治
体
や
保
育
所

の
設
置
者
に
よ
る
事
実
確
認
に
当
た
っ
て
は
、
被
害
児
童
の
人
権
に
配
慮
し
、
再
発
防
止
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
留

意
す
る
こ
と
。
ま
た
、
被
害
児
童
及
び
保
護
者
等
へ
の
負
担
に
十
分
に
配
慮
し
た
上
で
、
実
施
す
る
こ
と
。 

二
十
五
、
前
項
の
地
方
自
治
体
や
保
育
所
の
設
置
者
に
よ
る
事
実
確
認
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
専
門
家
の
協
力
や
関
係
機
関
間

で
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
事
実
関
係
を
客
観
的
に
確
認
す
る
た
め
、
公
正
か
つ
中
立
に
行
う
こ
と
と
し
、
通
報
者
の
保
護

な
ど
も
含
め
、
国
に
お
い
て
、
具
体
的
な
確
認
方
法
や
客
観
的
な
判
断
基
準
を
定
め
る
こ
と
。 

二
十
六
、
保
育
所
の
設
置
者
が
、
地
方
自
治
体
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
専
門
家
の
協
力
を
得
つ
つ
、
児
童
生
徒
性
暴
力
等
を

受
け
た
児
童
の
保
護
及
び
支
援
並
び
に
そ
の
保
護
者
等
に
対
す
る
支
援
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
措



置
を
講
ず
る
こ
と
。 

二
十
七
、
保
育
所
が
送
迎
バ
ス
等
の
付
加
的
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た
児
童
の
安
全
確
保
に
関
す
る
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
、
都

道
府
県
等
が
従
う
べ
き
国
の
運
営
基
準
と
し
て
定
め
る
こ
と
。
そ
の
際
、
計
画
内
容
の
職
員
間
の
共
有
や
体
制
確
保
、
定
期

的
な
訓
練
や
研
修
、
保
護
者
へ
の
説
明
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
実
効
性
を
確
保
さ
せ
る
こ
と
。 

右
決
議
す
る
。 


